
第9回 下野市ごみ処理施設（リサイクルセンター） 

建設候補地検討委員会 

【 議 事 要 旨 】 

 

■開会 

 

■前回議事の確認 

・議事内容の説明 

→異議なし（委員） 

 

■第9回検討委員会の検討テーマの確認 

・検討テーマの説明 

→異議なし（委員） 

 

■リサイクルセンター建設候補地現地視察結果 

・NO30は、複数の搬入道路が確保されていること、候補地への道路の整備されているこ

と、アクセスが良いことからと候補地として最も望ましい。（委員） 

・NO30は、民間の敷地内であるため、用地の取得の観点から懸念がある。（委員） 

・コスト面を考えた場合、建設に係る費用はどの候補地区においてもあまり変わらない

と思うが、敷地外の道路整備費用等も考えるとNO30が最も望ましい。（委員） 

・NO31は敷地が狭いが、隣接した場所は市が管理する野球場及び駐車場であり、野球場

と駐車場も敷地にいれれば31番も良い候補地なのではないか。野球場などは移転可能

だと思われる。（委員） 

→野球場及び駐車場は用途が決まっている土地ということで、候補地区の抽出段階で

候補地区の対象外としている。（事務局） 

→野球場及び駐車場を使うという付帯条件で候補地区とすることも可能であると考え

る。（委員長） 

・NO32,33は位置的に下野市のはずれであり、アクセスが悪い。（委員） 

→広域の施設であるため、アクセスは重要な要件と考える。（委員長） 

・NO33は、広い土地ではあったが、ビニールハウスがあった。農業の用に利用している

土地のため、他と比較して、農地がない場所があるのであれば、NO33を選定する必要

はないと感じた。（委員） 

 



■候補地の最終絞り込み 

・答申する候補地区を１つの候補地とするか、複数とするかを議論したい。（委員長） 

→用地が取得できなかった場合を考慮し、第１案、２案としたらどうか。（委員） 

→行政としては、委員会の結論を尊重する。(事務局) 

→この委員会は、市長からの諮問機関であるため、今後行政が最終判断できるよう第

１案、第２案という形で答申する。今後の議論は行政、議会の範囲とすることが良

いと思う。（委員長） 

→異議なし（全員） 

・NO30の候補地区を第１案とする。（全員） 

・NO31の候補地区を第２案とする。ただし、隣接する野球場及び駐車場の活用を付帯条

件とする。（全員） 

 

■その他 

・次回第10回委員会は3月24日（水）16:30からする。答申書案を委員会で確認後、17:00

に市長に答申書を提出する。（事務局） 

・これまでの委員会で配布した図面は、地元等関係者への説明が必要なため、再度配布

してほしい。（委員） 

→配布の内容及び方法は事務局で検討し、次回委員会時に配布する。（事務局） 

 

■閉会 

 

以 上 
 
 

 


